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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、個人消費は力強さを欠く状況ではあるものの、米大統領選後の円

安・株高を受け、依然先行きに不透明感は残るものの、輸出が緩やかに持ち直し、一般的に企業収益は底打ちして、

回復基調にありました。

このような状況の中、主力セラミックス事業は主要客先の電子部品業界を中心とし、厳しいながらも比較的安定

した販売状況にありました。売上高は前年同期比1.8％増加の4,782,655千円となりました。一方のエンジニアリン

グ事業は、前期に比しやや厳しい展開となり、売上高は前年同期比3.2％減少の1,656,836千円となりました。この

結果当第３四半期の売上高合計は前年同期比0.5％微増の6,439,491千円となりました。

利益面におきましては、上記セラミックス事業の貢献により、営業利益は前年同期比8.5％増加の497,266千円、

経常利益も前年同期比8.3％増加の520,835千円となり、さらに四半期純利益も前年同期比16.0％増加の359,097千円

と大幅な増益となりました。

（２）財政状態に関する説明

資産は、流動資産で前期末比横ばいとなりました。これは棚卸資産が3.7％減少によるもの及び余剰資金の運用に

よる有価証券の減少、それに伴う現預金の増加によります。また固定資産は、投資有価証券の2.8％増加及び設備投

資に伴う増加、減価償却が進んだ影響等により前期末比2.8％増加となりました。この結果、資産合計では前期末比

1.1％増加の12,845,196千円となりました。

負債は、流動負債で賞与引当金の取崩し及び電子記録債務の減少等により前期末比11.0％減少しました。固定負

債は長期借入金の増加及び繰延税金負債の増加等により前期末比27.0％の増加となりました。この結果、負債合計

では前期末比6.7％減少の3,240,008千円となりました。

純資産につきましては、繰越利益剰余金の増加及び保有有価証券の株価上昇に伴う評価差額金の増加により、前

期末比4.1％増加の9,605,187千円となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、現時点において平成28年５月６日付「平成28年３月期決算短信[日本基準]（非連

結）」にて公表いたしました内容から変更はありません。

（注）本資料に記載している業績予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確

実な要素を含んでおります。実際の業績等は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期会計期間から適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設

備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、この変更による当第３四半期累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

　

（３）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号平成28年３月28日）を第１四半

期会計期間から適用しております。

決算短信（宝印刷） 2017年02月06日 09時14分 4ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



株式会社ニッカトー(5367) 平成29年３月期 第３四半期決算短信

― 3 ―

３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,810,123 2,460,939

受取手形及び売掛金 3,096,243 2,852,308

有価証券 431,846 100,130

商品及び製品 605,523 666,826

仕掛品 1,153,084 1,019,512

原材料及び貯蔵品 304,817 299,924

その他 126,724 132,317

貸倒引当金 △600 △4,200

流動資産合計 7,527,763 7,527,759

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,464,646 1,398,734

機械及び装置（純額） 1,004,897 1,109,417

その他（純額） 681,055 771,195

有形固定資産合計 3,150,599 3,279,347

無形固定資産 72,893 61,728

投資その他の資産

投資有価証券 1,849,036 1,901,004

その他 99,692 75,356

投資その他の資産合計 1,948,729 1,976,361

固定資産合計 5,172,222 5,317,436

資産合計 12,699,986 12,845,196

負債の部

流動負債

電子記録債務 551,670 340,931

買掛金 1,071,015 1,087,363

短期借入金 400,000 400,000

1年内返済予定の長期借入金 184,008 181,672

未払金 475,338 470,278

未払法人税等 137,591 45,236

賞与引当金 201,000 103,500

役員賞与引当金 19,888 17,416

その他 45,387 101,117

流動負債合計 3,085,898 2,747,516

固定負債

長期借入金 106,548 133,376

役員退職慰労引当金 142,408 145,073

資産除去債務 39,347 39,851

その他 99,613 174,192

固定負債合計 387,917 492,492

負債合計 3,473,816 3,240,008
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(単位：千円)

前事業年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成28年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,320,740 1,320,740

資本剰余金 1,225,438 1,225,438

利益剰余金 6,597,189 6,801,108

自己株式 △86,475 △86,526

株主資本合計 9,056,893 9,260,760

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 169,276 344,427

評価・換算差額等合計 169,276 344,427

純資産合計 9,226,170 9,605,187

負債純資産合計 12,699,986 12,845,196
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

売上高 6,408,702 6,439,491

売上原価 5,042,308 5,000,350

売上総利益 1,366,393 1,439,141

販売費及び一般管理費 908,164 941,874

営業利益 458,228 497,266

営業外収益

受取利息 1,796 6,230

受取配当金 22,664 25,421

その他 8,957 14,168

営業外収益合計 33,418 45,820

営業外費用

支払利息 7,166 6,032

たな卸資産廃棄損 - 5,808

コミットメントフィー 3,387 3,392

その他 14 7,018

営業外費用合計 10,569 22,251

経常利益 481,078 520,835

特別損失

固定資産廃棄損 4,011 1,826

貸倒損失 12,478 -

特別損失合計 16,490 1,826

税引前四半期純利益 464,587 519,008

法人税、住民税及び事業税 127,000 135,000

法人税等調整額 28,023 24,911

法人税等合計 155,023 159,911

四半期純利益 309,563 359,097
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（貸借対照表関係）

偶発債務

当社は、2014年以前の開発初期段階に納入いたしましたＳＮＴ－０７ボールの一部に発生している品質上の

不具合について客先と補償又は費用負担に関する協議をいたしております。現時点で金額を合理的に見積もる

ことが困難であるため製品回収損失引当金については計上しておりません。なお、ＳＮＴ－０７ボールについ

ては現在も継続的に納入しております。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

前第3四半期累計期間（自 平成27年4月1日 至 平成27年12月31日）

報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
合計

セラミックス事業
エンジニアリング

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 4,697,510 1,711,191 6,408,702 6,408,702

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ―

計 4,697,510 1,711,191 6,408,702 6,408,702

セグメント利益 426,017 32,211 458,228 458,228

　

当第3四半期累計期間（自 平成28年4月1日 至 平成28年12月31日）

報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
合計

セラミックス事業
エンジニアリング

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 4,782,655 1,656,836 6,439,491 6,439,491

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ―

計 4,782,655 1,656,836 6,439,491 6,439,491

セグメント利益 476,412 20,854 497,266 497,266
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